
一
　
は
じ
め
に

現
在
、
子
ど
も
た
ち
は
安
全
・
安
心
・
安
定
が
期
待
で
き
な
い
リ

ス
ク
社
会
を
生
き
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
リ
ス
ク
」
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
枠
組
み
（
近
代
科
学
・
社
会
保
障
制
度
・
国
民
国
家
等
）
で

は
予
測
し
た
り
対
処
し
た
り
す
る
の
が
困
難
な
リ
ス
ク
（
新
型
ウ
ィ

ル
ス
・
年
金
破
綻
・
テ
ロ
等
）
を
指

）
（
（す
。

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
社
会
の
も
と
で
は
、
安
定
し
た
生
活
が
持
続

し
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
「
存
在
論
的
不

）
（
（安
」
が
惹
起
さ
れ
や

す
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
現
実
と
心
性
を
描
く
現
代
児

童
文
学
に
と
っ
て
、
リ
ス
ク
社
会
は
避
け
て
は
通
る
こ
と
が
で
き
な

い
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
本
連
載
で
は
、
同
時
代
で
あ
る
二
〇
一
〇
年
代
に
発
表
さ

れ
た
日
本
の
児
童
文
学
作
品
を
取
り
上
げ
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の

生
の
条
件
で
あ
る
リ
ス
ク
社
会
と
そ
の
心
性
で
あ
る
存
在
論
的
不
安

の
描
か
れ
方
を
検
討
し
た
い
と
考
え
た
。
今
回
は
、
濱
野
京
子
の
作

品
を
取
り
上
げ
、
連
載
の
輪
郭
を
素
描
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
原
発
の
リ
ス
ク

（
一
）　
リ
ス
ク
化
す
る
政
府

『
石
を
抱
く
エ
イ
リ
ア
ン
』（
偕
成
社
、
二
〇
一
四
年
）
の
主
人
公
で

あ
る
市
子
は
、
将
来
の
夢
を
抱
く
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
中
三
の
女

の
子
だ
（
国
語
辞
典
か
ら
「
希
望
」
が
立
項
さ
れ
た
箇
所
を
切
り
取

っ
て
い
る
！
）。
あ
る
日
の
こ
と
、
ク
ラ
ス
で
浮
い
て
い
る
偉
生
と

い
う
男
の
子
か
ら
告
白
さ
れ
る
。
恋
愛
感
情
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、

日
本
一
の
鉱
物
学
者
に
な
る
と
い
う
夢
を
持
ち
、
好
き
な
も
の
に
真

っ
直
ぐ
な
偉
生
に
惹
か
れ
、
友
達
以
上
恋
人
未
満
の
関
係
が
卒
業
ま

で
続
く
。
と
こ
ろ
が
、
偉
生
が
福
島
に
帰
省
し
た
日
に
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
り
、
行
方
不
明
と
な
る
。

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
一
九
九
五
年
生
ま
れ
の
子

リ
ス
ク
社
会
時
代
の
児
童
文
学
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